
1

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 環境政策室

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・近年、本市を含め近隣市においてもアライグマの目撃情報が寄せられている
ことから、迅速な対応ができるよう令和元年度から委託のあり方を見直した。
・アライグマの生息数が不明であることから、捕獲による効果検証が難しい。
・市民や事業者へアライグマ捕獲について協力を得られるよう周知を図る必要
がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑥
アライグマ等危険動物捕

獲事業
環境政策室 発見されたアライグマ等危険動物の捕獲及び処分を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

124
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

本事業は廃止し、中核市移行後は、大阪府より旅館業法における旅館業許可
権限の移譲を他部署で受けることになる。

令和 元 年度

廃止

実施区分

⑤ 旅館営業規制事務事業 環境政策室
旅館営業に対して、吹田市旅館営業審議会の審議を経て市長同意
不同意について決定を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

25
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

中高層建築物の建築について事前説明手続きが浸透しているが、法を超えた
日影規制の指導について実効性に乏しい状態である。

令和 元 年度

継続

実施区分

④
中高層建築物に係る指
導・紛争調整事務事業

環境政策室
中高層建築物の建築に係る建築主と関係住民との紛争を未然に防
止し、紛争が生じたときは、申出に応じてあっせん調停を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

木材利用推進にあたり、能勢町産材を本市で活用する仕組みづくりが必要で
あるため、関係室課と調整を図りつつ、学識経験者等に意見を求めながら、進
める必要がある。また、本市も参画する多様な主体が連携した協議会にて、自
然体験等を通じた環境意識向上を図るイベントを実施したが、今後、継続のた
めの財源確保や効果的な内容を検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 地域循環共生圏構築事業 環境政策室
地域循環共生圏構築の具体化に向けて検討会を立ち上げ、本市公
共施設等への木材利用を推進する。また、多様な主体と連携し、自然
体験等で環境意識向上を図り、自然保護活動を担う人材に繋げる。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,188
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

持続可能な社会の実現のために必要な生物多様性保全の重要性について
は、市民の認識が低いのが現状であり、現在の事業規模で期待する効果を得
るためには、広域的な視点や効果的かつ効率的な事業の展開が必要である。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
生物多様性保全施策推進

事業
環境政策室

市民が生物多様性保全の重要性を理解し、生物多様性の保全に配
慮したライフスタイルを実践することを目指し、啓発等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

159
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

計画の見直しや森林病害虫防除業務については、専門的知識を要する。ま
た、恒常的に業務があるわけではなく、何かしらの業務が発生した場合には、
その度に業務量が増大するため、事務効率の向上を検討する等、より効率的
に業務を進めていく必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 森林保全事業 環境政策室
森林法に基づき都道府県が計画する地域森林計画の対象となる民
有林について、市町村森林整備計画を策定するとともに森林病害虫
等防除法に基づき、森林病害虫の防除等の保全事業を実施する。

事業全体が法定
事務

（千円）

0
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

地域環境保全事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

2



2

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑫

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑪

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑩

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑨

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・地域を母体とした団体等と連携した清掃委託ができないか方策を引き続き検
討する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧ 環境美化清掃委託事業 環境政策室
環境美化推進重点地区及び路上喫煙禁止地区の吸殻や散乱ごみの
清掃等を行うとともに、ポイ捨て防止のための啓発を行う。また、喫煙
所清掃を実施する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

4,588
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 ・歩行喫煙率は低下傾向にあるものの、ポイ捨てや不適正な路上喫煙に係る

問い合わせは依然寄せられている。
・まちの美化推進は行政のみで達成することはできないため、環境美化推進
員の更なる確保に努める必要がある。
・路上喫煙の指摘に伴い、各地でトラブルが発生していることから、指導人材
について、他市の手法を研究する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦ 環境美化啓発事業 環境政策室
吹田市内の道路等での歩きたばこやごみのポイ捨て禁止など環境美
化の推進を市民・事業者とともに行う。また、環境美化推進重点地区
及び路上喫煙禁止地区を指定し、環境美化の推進を図る。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,638
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　地域環境保全事業 2 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進


